
マップあいちを活用した
県有林事務所への要望・苦情場所
の可視化

農林基盤局 県有林事務所

管理業務課 管理業務グループ



 尾張県有林の所在地

瀬戸市・尾張旭市・名古屋市守山区・長久手市・豊田市の一部・小牧市・
■春日井市・犬山市

 面積 約3,300ha

 特徴

住宅街に隣接した森林を多く抱えている。

 その他

森林公園、印所鉱山を含む多種多様な森林を管理している。

 愛知県内の約5,500haにおよぶ県有林の管理を行っている。

 尾張事業区（管理業務課）、賀茂事業区（足助業務課）、鳳来寺事業区（鳳来業務
課）を各地域の３課で管理。

県有林事務所について

県有林事務所

尾張事業区
（管理業務課）

賀茂事業区 鳳来寺事業区 県民と距離が近く
要望等が多い！！

ナゴヤドーム 約690個分！



 要望等の問合せ数は、年々増加しており、年間約100件となっている

 問合せは、電話によるものが84％、内容は倒木等が55％となっている

 同じ要望者からの要望や同じ場所（周辺）における要望も多い

県有林事務所への要望等の概要

年度別要望等の推移 Ｒ７問合せ内容の割合Ｒ７問合せ方法の割合

注１）R7は12月末現在
年間115件ペースの件数

注１）１２月末現在
注２）複数該当を含むため、

単純合計とは一致しない

注１）１２月末現在
注２）複数該当を含むため、

単純合計とは一致しない

県有林は、１筆で100ha以上の場所もあり、広大なため番地での管理は困難！
そのため Excelでは要望場所の特定が難しく、地図上で場所を管理する必要がある！



場所は紙資料のため確認時間大

 要望の受付後、 「紙資料での確認」or「在籍年数の長い職員への聞き取り」で過去及
び周辺の要望状況を確認

草刈りをしてほしい
倒木がある

電話にて問合せ

要
望
者

県
有
林
事
務
所

場所はどこですか？
どのような内容ですか？

要望の受付

詳細の聞き取り

問合せ

場所の確認

GoogleMapなど

過去・周辺の要望等の確認

＋ or

過去に
要望の
あった
場所だね

紙資料で確認 職員への聞き取り

対応方針の回答

対応方針への承諾

回答の伝達

要望等受付時の業務フロー

現状の課題 目指す方向性

平均4分 平均11分

過去の状況は、職員の経験に依存

○ 場所資料の電子データ化

○ 電子データ化で職員依存をゼロへ！

確認に平均11分も！
個人の経験に依存！

職員によって対応に差が！

平均11分の
確認を1分に！



要
望
の
受
付

場所の確認

GoogleMapなど

過去・周辺の要望等の確認

＋ or
過去に要望あった場所だね

紙資料で確認 職員への聞き取り

平均4分 平均11分

 マップあいちに「県有林要望等情報マップ」を作成し、過去の要望等の場所を表示

 問合せ時にマップあいちで「場所の確認」。過去・周辺の要望等の有無を同時に確認

 過去・周辺の要望等があれば、Excelの記録様式で検索し、内容を確認

改
善
前

今回の取組み

要
望
の
受
付

場所の確認

マップあいち

過去・周辺の要望等の内容を確認

平均4分 平均1分

改
善
後

要望等の場所＆周辺の要望等の有無を確認

要望等が
あれば…

Excel記録様式で内容を確認

対
応
方
針
の
回
答

対
応
方
針
の
回
答



（参考）確認画面

① 受付時の場所確認＆
    周辺の要望等の有無の確認

② マップあいち上の番号を
    Excel記録様式へ入力

③ Excel上で内容を確認

番号を入力するだけ

※Excel記録様式はR6年度新グッドジョブ運動にて改善



1件あたり

約10 分の

短縮！

 マップあいちを活用することで要望場所を地図上へ表示

 要望者への対応方針回答までの時間短縮

 職員への聞き取り（職員個人の経験）によらない回答

取組みの効果

対応時間を短縮した

対応内容の差がなくなった

11分/件

紙資料 マップあいち

2年前の
人だわ

初めての
人かな？

近所で草刈の
予定があるな

マップあいち＋Excel
を使用することで

個人の経験への依存０に！

年間16時間の短縮！

業務負担の軽減

待ち時間の縮減

職員

要望者

要望者

2年前はしても
らえたのに…

前と同じように
やってくれた！

隣と同じ日
にやってもら
えた！

隣は草刈り
してもらえる
のに…

すべて同じ対応内容に！

1分/件－

可視化＆電子化

要望者へのサービスの向上＆業務の効率化

誰でも同じ内容で回答が可能

職員 職員

職員



 最小のコストで最大の効果を得られるように！

取組みのポイント

 職員の異動があっても使い続けるために！

○ 既存のシステム（マップあいち）を利用する

○ 操作マニュアルは要望等の入力に特化したものを作成

改善活動にかかる費用負担なし。職員なら誰でも使用可能

一般的な操作は、マップあいちのマニュアルを使用することで、作成の負担を軽減

○ マップあいちへの入力はシンプルにする

○ 「マップあいち × Excel 」の組み合わせ

改善のための複雑な手順は不要。数字を地図上に入力するだけ

職員にとってなじみ深いシステムを組み合わせる＝誰もが抵抗感のない仕組みづくり



 作成したマニュアルを活用し、次年度以降も取組みを継続

 要望等だけでなく施設位置、境界などの情報の一元管理や写真添付機能などを活用し
た多目的利用の推進

 要望等の場所から事業立案への活用

今後の展望

取組みの継続 事業立案への活用多目的利用の推進

要望の多いエリア

要望内容の分析

新規事業の予算要求
既存事業の活用検討

写真

施設
境界管理

マニュアルを作成

取組みの継続

標識



マップあいちを活用した
県有林事務所への要望・苦情場所の可視化

今後もさらなる事務の効率化と利便性の向上を進めます！

ご清聴ありがとうございました。

農林基盤局 県有林事務所 管理業務課

森林公園ゴルフ場 森林公園 印所事業所



kintoneを活用した
入出港船舶確認業務の改善

～港湾業務の効率化への挑戦～

都市・交通局 衣浦港務所 総務課 港営・振興・用地グループ



現状の業務フローと手間
入出港届提出

職員

紙打ち出し・修正作業
（手作業整形、印刷手間）

FAX送信
（誤送信・再送・紙保管）

電話確認
（聞き間違い、再確認、属人化）

現状フロー図（抜粋）

紙・電話対応で、確認作業に時間と手間が集中

定量情報（2024年度実績）

入出港届：1,704件

FAX送信回数：150回以上

現場映像

Excel

紙で確認結果管理
（再確認、手入力）



FAXと電話の違い（特徴と課題）

項目 FAX 電話

即時性 △
（やや遅い／時間差あり）

◎

記録性 ○（記録が残る） ×（記録が残りにくい）

作業負担 △
（紙・印刷・送信管理）

△
（応対時間・聞き間違い）

リスク ×
（誤送信・再送）

×
（属人化・記録不足）

課題の本質
・FAXは記録に残るが紙中心でシステム連携しづらい
・電話は即時性があるが記録に残りにくい
・その結果、手入力や再確認が増え、業務時間が膨らむ

凡例：◎＝良い／○＝問題なし／△＝課題あり／×＝問題が大きい



目的と目標

目的（進むべき方向）

目標（どうやるのか）

・全入港届に対する確認依頼を継続
・FAX・電話を減らし簡易化
・方法を効率化し、依頼数は維持

Webページで確認（リアルタイム共有・自動保存）

一斉送信メール（工数削減・漏れ防止）

簡易回答手段（データ化・自動反映）



取組内容
Before After

紙で確認結果を管理

FAX

電話

紙

FAX送信で確認依頼

回答受領は
電話またはFAX

Web

メール

集計

Web公開ページで確認
（閲覧専用）

一斉メールで依頼
（URL添付）

オンラインフォームで
回答集計

※なぜkintoneか？
・すぐ作れる→ノーコードで柔軟構築
・外部にも公開できる→閲覧専用ビューあり
・庁内で実績あり→導入ハードルが低い



取組効果と今後の方向性

取組効果

FAX・電話の
手間解消 業務自動化で

効率化

リアルタイム共有 横展開可能性

今後の方向性

２１％
削減

40時間／年

当グループで継続運用し、安定化を図る

Step 1 運用継続

Step 2 横展開

他所属へノウハウ提供

（例：三河港務所へ情報提供済み）

Step 3 標準化・管理定着

意見を反映し、機能改善・標準化を推進



庁内ポータルサイト構築と
問い合わせ一元化による

業務効率化

企業庁管理部総務課

技術管理・工事検査G



現状の課題
所管業務

◆公共工事発注に必要な積算図書の策定・管理

◆企業庁内の公共工事検査の実施

現在の課題

◆国全体で建設業の「休み方改革」関連施策の推進
により、複雑な補正などによる工事発注に関する
問い合わせが急増

◆氷河期世代の採用減少に伴う中堅職員の減少によ
り、若手職員が気軽に相談できる機会が減少

◆検査立会の不定期な出張が多く、電話処理に追わ
れている。

2



目指す方向性と改善取組

連絡方法の一元化

➢問い合わせ対応を原則
フォームで一元管理し、
クラウド上で進捗管理
を行う。

01
緊急度を分類

➢問い合わせの緊急度と
分類を付与し、迅速に
対応できる体制を構築。

02
自己解決支援体制
の構築

➢庁内資料を検索可能な
形で一括掲載し、問い
合わせ履歴も公開。

03

3所要期間：11ヶ月（実所要時間：57時間）



導入前後の変化

4

質問者 企業庁 総務課

電話
問い合わせ 電話処理⇒案作成⇒紙出力⇒決裁

電話
返信

質問者

質問者 企業庁 総務課

フォーム
問い合わせ クラウド上で案作成⇒Teams内決裁

メール
自動回答

質問者

導入前

20分/件
×
9件
=

180分/日

導入後

10分/件
×
2件
=

20分/日

自
動
化

自
動
化

9割削減



ポータルサイトの構築

✓ 文書を文字検索可能

✓ 問い合わせフォーム設置

✓ よく使うリンク集の掲載

✓ 個人による表示の最適化

⇒職員はサイトを起点に

業務が完結するように設計

5



問い合わせ系統一元化

➢ 組織内職員（一般質問用）

ポータルサイトから誘導。

当グループ内 Teamsへ自動通知される

➢ 組織内職員（工事積算システム専用）

ポータルサイトから誘導

当グループ内 Teams・

運用保守業者とのTeamsへ自動通知される

➢ Webページ閲覧者

庁外用Formsを県Webページに設置

当グループ内 Teamsへ自動通知される

不在時の進捗管理・やりとりの状況

すべてTeamsを見れば分かる状態に

6



導入効果

➢電話がほぼなくなり、生産性が大幅に向上。

➢件数：9割減少年間2,160件→ 240件（1,920件減少・電話9件⇒ 1～2件/日）

➢時間：640時間削減＜1,920件×20分/件＞

➢コスト換算：144万円/年

問い合わせ業務の一元化

➢グループ内の電子決裁・ペーパーレス大幅推進。
結果 ⇒ 時間外勤務 10%削減、紙使用量の大幅削減

➢途切れなく手持ち業務を実施し、業務の優劣をつけて実行。
空いた時間で、様々な業務改善案を思いつくきっかけに。

人的・物的コストの削減

➢（電話による）組織内の交流の減少。
➤時間が空いたときにコミュニケーションをとることで対応

導入デメリット

7



他部局への展開について

➢行政文書のデータベース化は、
職員が直営で維持できる仕組みが適切

➢ポータルサイト構築は、誰にでも再現可能。
Microsoft製品でサービスを安定的・長期的に利用できる

各部局のデータベース管理

➢民間では応対業務のオンライン化が当たり前。

➢フォームに入れることで疑問点が言語化されるため、
解決までの工数削減効果が大きい。

➢組織内・県庁外関係なく、様々な業務で応用可能

組織内問い合わせのオンライン化

8



最後に

• 県他部局での導入に関するご相談への対応は、原則オンライン対応とさせて頂きます。

企業庁総務課Webフォームまたは企業庁総務課所属メールにて承っております。

• 電話対応の削減は、職員の精神的負担軽減やカスタマーハラスメント抑制効果など、

対組織・対県民どちらにも効果が大きいため、他部局での広い活用を期待します。

9

https://forms.office.com/r/SYf1MH8atv
mailto:kigyo-somu@pref.aichi.lg.jp


療育手帳再判定予約
オンライン化

KASUGAI JISO

春日井児童相談センター
児童育成課



養護相談 ５９％
   （児童虐待など）

児童心理司 １２人

保健相談
１％

春日井児相 令和6年度数値

児童相談センターの相談業務について

児童福祉司

２８人

障害相談 ３４％
（うち知的障害相談は６１４件）

KASUGAI JISO

育成相談
４％非行相談

２％



再判定

療育手帳 と 交付件数

新規判定

年間 ２１４件

年間 ４２０件

月平均

約３５件

KASUGAI JISO

・知的障害のある人や
その家族の

  暮らしを支える制度を
      利用するための証明書

・１８歳未満の児童は
 児童相談センターで判定

療育手帳と交付件数

春日井児相 令和6年度数値



療育手帳を発行するまでのながれ

KASUGAI JISO



電話予約しか
対応していない。

紙ファイルでの管理であ
るため予約が重なると
対応を待たせることに
なる。

再判定予約の
電話対応のため、
自席を離れられない。

保護者から電話で聞き
取りした内容を紙ファイ
ルに書き込むため記載
ミス・伝達ミスがある。

QRコードから
簡単にアクセスできる。
空いた時間に予約可能

システム管理へ移行し、
いつでもだれでも確認、
入力作業が可能。
予約状況がすぐわかる。

電話対応していた時間
を面接の時間に置き換
えられる。

予約した保護者が直接
フォーマットに入力する
ため入力ミス、伝達ミス
が激減。

平日に電話
できない！

月平均
３５０分削減！

休憩時間が
なくなる…

現
状
・
課
題

業務の同時
入力ができて
楽ちん！

出張や在宅
勤務で対応
できない。

３時と１３時
を間違えた！

空いた時間に
子どもの面接
ができる！

ファイルに書
き込む手間
が減った！

解
決
策

現
状
・
課
題

KASUGAI JISO



Kintoneアプリ 管理画面

KASUGAI JISO



児童相談センターが
開庁している時間しか
予約できなかったので

助かります。

更新案内にQRコード
があるため、忘れずに

予約できた。

予約の空き状
況がわかりや
すく、入力
フォームが入
れやすい。

ネット予約は助かるが、
質問ができるよう電
話予約も残しておい

てほしい。

県民の みなさまの
想いにこたえて

電話しなくていいので
楽ちん。忙しいときに

便利だった。

これからもオンライン
予約を続けてほしい。

活用率

約６６％

KASUGAI JISO



職員が 無理なく
働ける仕組み作りを

保護者の負担が減ることで、職員としてもとても嬉しく、
よりよい支援につなげられると感じています。

KASUGAI JISO

１冊の予約簿を取り合っていた状況から、
PCでいつでも予約情報を確認できる

ようになり、共有がスムーズになりました。
電話対応による業務の中断が減り、

支援業務に集中できる時間が増えました。

特定の日に予約の電話が
集中することがなくなり、
落ち着いて業務に

取り組めるようになりました。

再判定予約の電話対
応の負担が減りました。



これからは みんなで協力！

KASUGAI JISO

春日井児童相談センター
児童育成課



Power Apps等を活用した照会業務の効率化

農業水産局農政部農政課
企画グループ



1

背景

※メールの内容がわからないようぼかしを入れています

様々な関係者から、毎日、膨大な量のメールが届く

農水局主管課
（企画・広報調整G）

農水局主務課
企画連絡員 453件

603件
537件

445件 439件

企画・広報調整Gからの照会だけで年間400件超え



2

背景

他部局主管課等

農水局主管課
（企画・広報調整G）

農水局主務課
企画連絡員

農水局主務課
担当者

照会

照会

照会

回答

回答

回答

メールによる照会業務が中心



3

背景

照会

他部局主管課
農水局主務課

担当者

農水局主管課
（企画・広報調整G）

農水局主務課
企画連絡員

回答

回答漏れ

回答

照会 照会

照会件数が多く、ミスも…

回答漏れ



4

背景

ここのやり取りをカイゼンしたい！

農水局主管課
（企画・広報調整G）

農水局主務課
企画連絡員

他部局主管課
農水局主務課

担当者

回答

回答

回答

照会

照会

照会

農業水産局のデジタル化・DX推進担当に相談しよう！



5

背景

・回答漏れがないようにしたい！
（主務課→主管課→照会元）

・各課からいつ回答が来たか知りたい！

・照会メールの見落としをなくしたい！

○○…×××□□
□□・・・△△△・・

メールに代わるアプリ開発に
挑戦してみませんか？
県のシステム上で使えそうな
ソフトがあるので、調べながら
一緒にやってみましょう！

デジタル化・
DX推進担当

等々

企画グループ内でアプリの仕様を検討



6

アプリの紹介

・主管課は「案件登録」
から照会

・主務課は「案件確認」
から案件の確認・回答

照会内容・〆切、回答状況が一目で分かる！ 誰でも簡単に登録できる仕様！



7

アプリの一押しポイント①

⇐回答漏れがないようにしたい！
（主務課→主管課）

⇐照会メールの見落としをなくしたい！見やすいUIデザイン

リマインド機能の登載

・照会が来た順に並べ替えたり、〆切が近い順に並べ替えたりも可能

・照会の詳細にあるリマインド送付のクリックで、企画連絡員へリマインド通知が届く



8

アプリの一押しポイント②

⇐各課からいつ回答が来たか知りたい！

⇐回答漏れがないようにしたい！
（主管課→照会元）

チャットで通知機能（Teamsとの連携）

・照会時に指定した〆切が来ると、自動的にチャットが届く

・各課が回答すると、チャットで通知が届く

・〆切前に回答がすべて揃えば、早く照会元へ回答可能

素晴らしいアプリだ！



9

ご清聴ありがとうございました。

Power Apps等を活用した照会業務の効率化

実装後もより良いシステムに改良していきます！

農業水産局農政部農政課
企画グループ

『食と緑の基本計画2030』
もよろしくお願いします。



南警察署SS会議
～新しい治安維持に向けた働き方改革の推進～

南警察署地域課



常時警戒 有事即応



現状把握と要因分析

１ 不規則な勤務時間による健康面への影響

３ 働き方改革の必要性

４ 精強な地域警察官の育成

２ 職場環境改善の必要性



令和７年４月『南警察署 SS 会議』を設置

影響力の高い、警視・警部・警部補で構成し、署長を顧問とした。

『Ｓ』は、最適化と専務化
『Ｓ』は、スピード化

セーフティマネジメント
を指し、翌月までに改善を目指す。

１ メンバーの選定

２ 設置の趣旨

南
署



職場環境改善・働き方改革・健康管理への取り組み

地域課生活スタイルの構築
 ・ 仮眠時間を５時間に変更

・ 身体的負担軽減対策

・ 非番・休日の過ごし方による地域課

 健康管理方法の導入

【治安情勢の検証】

通報件数への影響はなく、検挙実

績面等が大きく向上した。

【アンケート結果】

公私が充実するようになった。

ワークライフバランス効果

地域課の環境改善
 ・ 術科を日勤勤務に改善

・ 動線を考慮した荷物置き場の設置

・ デスク周辺の通信設備及び作業ス

 ペース等の合理化・効率化

・ 業務整理による超過勤務の抑制

・ 早過出勤の廃止

本部厚生課健康管理室
指導風景



人材育成と士気高揚に大きく影響

士気高揚対策
  頑張っている姿の見える化の推進

・ 署内に士気高揚ボードの設置

・ 報道機関を活用したモチベーション

向上施策の実施（２か月に１回以上）

・ グッドジョブ賞の新設

・ 訓練により顔の見える関係を構築

【精強な地域警察の構築】
検挙実績、犯罪抑止の実績が顕著に向上

しており、警察本部長賞を４回受賞し、現

在もランク１位を継続している！！

人材育成対策
  階級別と経験年数による人材育成

 ・  将来の大幹部（警部）の育成

・ 現場幹部（巡査部長）の育成

・ 指揮指令能力（警部補）の育成

・ 若手・中堅のLOT教養

パパがいっぱいテレビ
に出て家族にも自慢
できました！(*^^*)

グッドジョブ賞！

検挙件数 前年比２０％ＵＰ！

犯罪認知件数 県下平均より４％抑制！

１  ＪＲ笠寺駅痴漢撲滅キャンペーン【４月】ＪＲ東海、高校

２  暴力団抗争対処訓練【５月】

３  鉄道施設における無差別殺傷事件対処【７月】ＪＲ東海

４  秋葉原無差別殺傷事件対処【９月】名古屋市消防・大学

５  高浜市役所放火事件対処【10月】南区役所

６  バスジャック対処【12月】名古屋市交通局

７  放火事件対処訓練【12月】名古屋市消防・医療機関 等

大規模訓練
を

次々に企画



取組効果

職場環境改善が健康管理に大きく影響

人材育成と士気高揚に大きく影響



今年の目標

 本年９月に開催される「第20回アジア競技大会」に向けて、
新しい治安維持の在り方を構築させ、地域課員のパフォーマ
ンスを最大限に生かす方法を一つでも推進させる必要があ
る。

南区のガイシホールでは、体
操や水球、ボッチャ競技が開
催されますよ！！



「安心して暮らせる安全な
愛知」の確立を目指して

南警察署地域課

御清聴ありがとうございました。
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